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日ごろの備え

w避難場所・避難経路の確認
w非常持ち出し品の点検
w家屋のチェック
w住んでいる地域の状況を確認
　（過去に起きた水害や土砂災害被害の確認）
w情報取得方法の確認
　（市民メール、ＦＭみしま・かんなみ）
w自治会内での情報伝達の流れを確認
　（市→自治会長→組長→世帯）

避難に関する情報に応じた行動を

自主避難　身の回りに危険を感じた時に情報を待たず
に避難

避難準備情報　避難するのに時間がかかる要配慮者（高
齢者や障がい者など）は、指定された避難場所への避
難行動を開始。避難を支援する人は支援行動を開始
避難勧告　避難対象地域内のすべての人は、指定され
た避難場所への避難行動を開始
避難指示　避難中の人は確実な避難行動をし、避難を
完了する。まだ避難していない人は、ただちに避難
行動に移る。その行動に移る余裕がなければ、建物
の高所に移るなど命を守る最低限の行動をとる

命を守る最低限の行動とは

　次のような状況で、建物倒壊の危険がないと判断さ
れる場合は、自宅や近隣建物の２階以上へ緊急一時避
難し、救助を待つことも検討する。
・夜間で避難路上の危険個所がわかりにくい
・ひざ上まで浸水している（⚕⚐㎝）
・浸水は⚒⚐㎝程度だが、水の流れが速いなど

 風水害に備えて確認しよう

危機管理
連載シリーズ⚑⚒

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!

　自らの地域を知ること
が大切なため、新しい役
員に変わった時には町内
を歩き、壁やブロック塀、
消火器の設置位置、避難
経路で危険な 箇所 がある

か し ょ

かなどを確認し、地域の
課題を探っています。
　南田町は、水害よりも火事が心配なため、防
火をテーマに防災意識の向上を図っています。
　昨年は、通常の訓練に加えて、小中学生も参
加した避難所体験（名簿作成や段ボールによる
居住スペース作りなど）を新たに実施しました。
また、ひとり暮らしの高齢者などに対しては、
助けを求める「笛」を配布しています。
　今後は、地域のつながりが薄い人とどのよう
につながっていくのか。呼びかけなどの活動を
していきたいと考えます。

災害

防災士の育成を応援します

　地域の防災力を高めるため、防災士を育成する県の
「ふじのくに防災士養成講座」（全⚑⚐回）に受講生を選
出した自主防災組織に補助します。
補助内容　受講料⚒,⚕⚐⚐円と交通費などの経費を上限
１万円で補助。※受講前に補助申請が必要

とき　Ａコース：９月～１０月の平日９日間。Ｂコー
ス：９～⚑⚑月の休日を中心とした⚑⚐日間
申込期間　６月⚑⚓日 ～7月⚑⚑日 
※詳細は、市ホームページから「静岡県ふじのくに防
災士の認定書」で検索

「緊急地震速報」による初期行動の訓練

　訓練用の緊急地震速報を同報無線（声の広報）
で放送します。放送を聞いたら、①即座に自分の
身を守る②火の元の確認③非常持出品の持ち出し
準備などの行動を実践してください。
訓練実施日時　６月５日 午前⚑⚐時⚑⚕分ころ

葛市民メールQRコード

わたしたちの自主防災組織
南田町自主防災組織会長　斉藤伊知郎さん
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⨈ 郷土資料館（緯⚙⚗⚑－⚘⚒⚒⚘）
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▲秋山富南翁顕彰之碑（安久・秋山富南墓所）
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三島宿

借金とその返済

▲乍恐以書付奉願候御事　享保２年
　（おそれながらかきつけをもってねがいあげたてまつりそうろう）　

あ
き
や
ま　

ふ
な
ん


